
単元3　運動とエネルギー 1

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と関連付けな
がら，力のつり合いと合成・分解，運動の規則性，力学的
エネルギー，エネルギーを理解しているとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に付けている。

　運動とエネルギーについて，見通しをもって観察，実験
を行い，その結果を分析して解釈し，力のつり合い，合成
や分解，物体の運動，力学的エネルギー，エネルギーの規
則性や関係性を見いだして表現している。また，探究の過
程を振り返っている。

　運動とエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり，
見通しをもったり，振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元のねらい
観点別評価例

　物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と
関連付けながら，力のつり合いと合成・分解，
運動の規則性，力学的エネルギー，様々なエネ
ルギーとその変換のことを理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付
ける。
　運動とエネルギー，様々なエネルギーとその
変換について，見通しをもって観察，実験など
を行い，その結果を分析して解釈し，力のつり
合い，合成や分解，物体の運動，力学的エネル
ギーの規則性や関係性を見いだして表現するこ
と。また，探究の過程を振り返る。
　運動とエネルギー，様々なエネルギーとその
変換に関する事物・現象に進んで関わり，科学
的に探究しようとする態度を養うとともに，自
然を総合的に見ることができるようになる。



１章　力の合成と分解（4時間） 2

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　力のつり合いと合成・分解を日常生活や社会と関連付け
ながら，力の合成・分解についての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

　力のつり合いと合成・分解について，見通しをもって観
察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し，力のつ
り合い，合成や分解の規則性や関係性を見いだして表現し
ているとともに，探究の過程を振り返るなど，科学的に探
究している。

　力のつり合いと合成・分解に関する事物・現象に進んで
関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規

準

・合力の規則性について理解している。
・向きが違う２力とその合力を関係を実験で調べる技能
や，合力を作図する技能を身に付けている。

★向きが違う２力とその合力の関係を調べる実験を見通し
をもって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を
振り返りながら，合力の規則性を見いだして表現してい
る。

・力の合成に関する事物・現象に進んで関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・向きが同じ２力と向きが違う２力の合力の規則性につい
て，２力の大きさや角度と合力の関係にも触れながら説明
し，合力は矢印を用いて説明している。
・実験の課題を理解し，向きが違う２力とその合力の関係
を適切な方法で調べ，２力を辺とする平行四辺形をかいて
合力を正しく作図をしている。

・向きが違う２力とその合力の関係を調べる実験を見通し
をもって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を
振り返りながら合力の規則性を見いだし，根拠を示しなが
ら適切に表現している。

・力の合成について，自ら課題を設定し，見通しをもって
進んで実験を行い，振り返ったりしながら主体的調べよう
としている。

Ｂ

基

準

・向きが同じ２力と向きが違う２力の合力の規則性につい
て説明している。
・教科書の記述に沿って，向きが違う２力とその合力の関
係を調べ，２力の合力を作図をしている。

・向きが違う２力とその合力の関係を調べる実験を行い，
その結果を分析して解釈し，合力の規則性を見いだして表
現している。

・力の合成について，設定した課題に沿って実験を行い，
調べようとしている。

規

準

★分力の規則性について理解している。
★分力を作図する技能を身に付けている。

・力の分解について問題を見いだして，課題を設定し，探
究の過程を振り返りながら，分力の規則性を見いだして表
現している。

★力の分解についてに関する事物・事象に進んで関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・分力の規則性ついて，具体例をあげながら適切に説明し
ている。
・平行四辺形をかいて分力を正しく作図している。

・力の分解について自ら問題を見いだして課題を設定し，
探究の過程を振り返りながら合力の規則性と関連させて分
力の規則性を見いだし，根拠を示しながら適切に表現して
いる。

・力の分解について，自ら課題を設定し，振り返ったりし
ながら主体的に説明しようとしている。

Ｂ

基

準

・分力の規則性について説明している。
・教科書の記述に沿って，分力を作図をしている。

・力の分解について問題を見いだし，分力の規則性を見い
だして表現している。

・力の分解について，設定した課題に沿って説明しようと
している。

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

時

数
項目

＜項の目標＞
観点別評価例

章のねらい
観点別評価例

・力の合成や分解についての実験を行い，
合力や分力の規則性を理解する。
・合力や分力を作図によって求める方法を
知る。
・斜面上の物体にはたらく重力の，斜面に
平行な分力の大きさと斜面の角度との関係
性を知る。

1　力の合成
Ａ　向きが同じ２つの力の合成
Ｂ　向きがちがう２つの力の合成

◆１分野（５）ア（ア）㋑，イ

〈力の合成についての実験を行い，合
力の規則性を理解するとともに，合力
を作図によって求める方法を知る〉

2　力の分解

◆１分野（５）ア（ア）㋑，イ

〈力の分解について，分力の規則性を
理解するとともに，分力を作図によっ
て求める方法を知る。また，斜面上の
物体にはたらく重力の，斜面に平行な
分力の大きさと斜面の角度との関係性
を知る。〉



２章　水中の物体に加わる力（3時間） 3

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　水中の物体に働く力を日常生活や社会と関連付けなが
ら，浮力や水圧についての基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

　水中の物体に働く力について，見通しをもって観察，実
験などを行い，その結果を分析して解釈し，浮力や水圧の
規則性や関係性を見いだして表現しているとともに，探究
の過程を振り返るなど，科学的に探究している。

　水中の物体に働く力に関する事物・現象に進んで関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規

準

・水中の物体に働く浮力の規則性を理解している。
・水中の物体に働く浮力の大きさを，ばねばかりを用いて
測定する技能を身に付けている。

★浮力について問題を見いだして課題を設定し，浮力が何
と関係しているか調べる実験を見通しをもって立案して行
い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振り返りな
がら，浮力の規則性を見いだして表現している。

・浮力に関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・水中の物体には浮力が上向きに働くこと，浮力の大きさ
は水中の物体の体積に関係し，重力や深さには関係しない
ことを，具体的な例をあげながら適切に説明している。
・実験の課題を理解し，計画した方法に沿って調べる条件
を変え，ばねばかりを用いて浮力を適切な方法で測定して
いる。

・浮力について自ら問題を見いだして課題を設定し，浮力
が何と関係しているか調べる実験を見通しをもって立案し
て行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振り返
りながら浮力の規則性を見いだし，根拠を示しながら適切
に表現している。

・浮力について，自ら課題を設定し，見通しをもって進ん
で実験を立案して行い，振り返ったりしながら主体的に課
題を解決しようとしている。

Ｂ

基

準

・水中の物体には浮力が上向きに働くこと，浮力の大きさ
は水中の物体の体積に関係し，重力や深さには関係しない
ことを説明している。
・教科書の記述に沿って，ばねばかりを用いて浮力を測定
している。

・浮力について問題を見いだして課題を設定し，浮力が何
と関係しているか調べる実験を立案して行い，その結果を
分析して解釈し，浮力の規則性を見いだして表現してい
る。

・浮力について，設定した課題に沿って実験を立案して行
い，課題を解決しようとしている。

規

準

★水中の物体に働く水圧の規則性について，水の重さと関
連付けて理解している。
★水圧の規則性を調べる技能を身に付けている。

・水中の物体に水圧が働く様子を調べる実験を見通しを
もって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振
り返りながら，水圧の規則性を見いだして表現している。

★水圧に関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・水中の物体にはあらゆる向きから水圧が働くことを，水
圧の大きさは深さと関係していることを，圧力や気圧，水
の重さと関連付けて，具体的な例をあげながら説明してい
る。
・実験の課題を理解し，水の圧力実験装置を用いて，水圧
の働き方を適切な方法で調べている。

・水中の物体に水圧が働く様子を調べる実験を見通しを
もって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振
り返りながら水圧の規則性を見いだし，根拠を示しながら
適切に表現している。

・水圧について，自ら課題を設定し，見通しをもって進ん
で実験を行い，振り返ったりしながら主体的に調べようと
している。

Ｂ

基

準

・水中の物体にはあらゆる向きから水圧が働くことを，水
圧の大きさは深さと関係していることを，水の重さと関連
付けて説明している。
・教科書の記述に沿って，水の圧力実験装置を用いて水圧
の働き方を調べている。

・水中の物体に水圧が働く様子を調べる実験を行い，その
結果を分析して解釈し，水圧の規則性を見いだして表現し
ている。

・水圧について，設定した課題に沿って実験を行い，調べ
ようとしている。

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

章のねらい
観点別評価

・浮力についての実験を行い，水中にある
物体には浮力が働くことを理解する。
・水圧についての実験を行い，その結果を
水の重さと関連付けて理解するとともに，
水中にある物体には，あらゆる向きから圧
力が働くことを知る。
・物体に働く水圧と浮力との定性的な関係
を知る。

時

数
項目

＜項の目標＞
観点別評価

1　浮力

◆１分野（５）ア（ア）㋐，イ

〈浮力についての実験を行い，水中に
ある物体には浮力が働くことを理解す
る〉

2 　水圧

◆１分野（５）ア（ア）㋐，イ

〈水圧に関する実験などを行い，その
結果を水の重さと関連付けて理解する
とともに，水中にある物体には，あら
ゆる向きから圧力が働くことを知る。
また，物体に働く水圧と浮力との定性
的な関係を知る。〉



３章　物体の運動（9時間） 4

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　運動の規則性を日常生活や社会と関連付けながら，運動
の速さと向き，力と運動についての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

　運動の規則性について，見通しをもって観察，実験など
を行い，その結果を分析して解釈し，物体の運動の規則性
や関係性を見いだして表現しているとともに，探究の過程
を振り返るなど，科学的に探究している。

　運動の規則性に関する事物・現象に進んで関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規

準

★運動には速さと向きがあることを理解している。
★記録タイマーを用いて運動を記録する技能や，テープを
処理してグラフで表して運動の速さを求める技能を身に付
けている。

・記録タイマーを用いて物体の運動を記録する実験を見通
しをもって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程
を振り返りながら，記録タイマーの打点の間隔と運動の速
さの関係性を見いだし表現している。

★物体の運動の表し方に関する事物・現象に進んで関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・運動には速さと向きがあることを，日常生活や教科書の
例にある運動の様子を示しながら説明している。
・実験の課題を理解し，いろいろな運動を記録タイマーを
用いて適切な方法で記録し，テープを適切に処理してグラ
フで表し，運動の速さを正しく求めている。

・記録タイマーを用いて物体の運動を記録する実験を見通
しをもって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程
を振り返りながら記録タイマーの打点の間隔と運動の速さ
の関係性を見いだし，根拠を示しながら適切に表現してい
る。

・物体の運動の表し方について，自ら課題を設定し，見通
しをもって進んで実験を行い，振り返ったりしながら主体
的に調べようとしている。

Ｂ

基

準

・運動には速さと向きがあることを説明している。
・教科書の記述に沿って，記録タイマーを用いて運動を記
録し，テープを処理してグラフで表し，運動の速さを正求
めている。

・記録タイマーを用いて物体の運動を記録する実験を行
い，その結果を分析して解釈し，記録タイマーの打点の間
隔と運動の速さの関係性を見いだして表現している。

・物体の運動の表し方について，設定した課題に沿って実
験を行い，調べようとしている。

規

準

★力が働かない運動では物体は等速直線運動すること，力
が働く運動では運動の向きや時間の経過に伴って物体の速
さが変わること，物体には慣性があることを理解してい
る。
★水平面上や斜面上を運動する台車の運動を，記録タイ
マーを用いて記録する技能や，テープを処理してグラフで
表す技能，を身に付けている。

★物体の運動について問題を見いだし，課題を設定して，
台車が受ける力と運動の関係を調べる実験を見通しをもっ
て行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振り返
りながら，物体の運動の規則性を見いだして表現してい
る。

・運動の規則性に関する事物・事象に進んで関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・力が働かない運動では物体は等速直線運動すること，力
が働く運動では運動の向きや時間の経過に伴って物体の速
さが変わること，慣性の法則について，具体例をあげなが
ら説明している。
・実験の課題を理解し，水平面上や斜面上を運動する台車
の運動を，記録タイマーを用いて適切な方法で記録し，
テープを適切に処理してグラフで表し，運動の速さを正し
く求めている。

・物体の運動について自ら問題を見いだし，課題を設定し
て，台車が受ける力と運動の関係を調べる実験を見通しを
もって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振
り返りながら力の向きと運動の関係性を見いだし，根拠を
示しながら適切に表現している。

・運動の規則性について，自ら課題を設定し，見通しを
もって進んで実験を行い，習得した知識を活用して振り
返ったりしながら主体的に課題を解決しようとしている。

Ｂ

基

準

・力が働かない運動では物体は等速直線運動すること，力
が働く運動では運動の向きや時間の経過に伴って物体の速
さが変わること，物体には慣性があることを説明してい
る。
・教科書の記述に沿って，水平面上や斜面上を運動する台
車の運動を，記録タイマーを用いて記録し，テープを処理
してグラフで表し，運動の速さを求めている。

・物体の運動について問題を見いだし，課題を設定して，
台車が受ける力と運動の関係を調べる実験を行い，その結
果を分析して解釈し，探究の過程を振り返りながら，力の
向きと運動の関係性を見いだして表現している。

・運動の規則性について，設定された課題に沿って実験を
行い，習得した知識を活用して課題を解決しようとしてい
る。

規

準

・物体に力を加えるとその物体から反対向きの力を受ける
こと，作用・反作用の働きについて理解している。

★物体に力を加えたときの様子について問題を見いだして
課題を設定し，探究の過程を振り返りながら，作用と反作
用の関係を考察して表現している。

・作用と反作用に関する事物・現象に進んで関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・物体に力を加えるとその物体から反対向きの力を受ける
こと，作用・反作用の関係，２力のつり合いと作用・反作
用の違いについて，具体例をあげながら説明している。

・物体に力を加えたときの様子について自ら問題を見いだ
して課題を設定し，探究の過程を振り返りながら作用と反
作用の関係を考察し，根拠を示しながら適切に表現してい
る。

・作用と反作用について，自ら課題を設定し，振り返った
りしながら主体的に説明しようとしている。

Ｂ

基

準

・物体に力を加えるとその物体から反対向きの力を受ける
こと，作用と反作用の関係，２力のつり合いと作用・反作
用の違いを説明している。

・物体に力を加えたときの様子について問題を見いだして
課題を設定し，作用と反作用の関係を考察して表現してい
る。

・作用と反作用について，説明しようとしている。

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

章のねらい
観点別評価

・物体の運動についての観察，実験を行
い，運動には速さと向きがあることを知
る。
・物体に力が働く運動及び力が働かない運
動についての観察，実験を行い，力が働く
運動では運動の向きや時間の経過に伴って

時

数
項目

＜項の目標＞
観点別評価

1　運動の表し方
Ａ　いろいろな運動
Ｂ　運動の記録

◆１分野（５）ア（イ）㋐㋑，イ

〈物体の運動についての観察，実験を
行い，運動には速さと向きがあること
を知る〉

2 力と運動
Ａ　力を受けていないときの物体の運
動
Ｂ　力を受け続けるときの物体の運動
Ｃ　斜面を下る物体の運動
Ｄ　力の向きと運動
Ｅ　慣性

◆分野（５）ア（イ）㋑，イ

〈物体に力が働く運動及び力が働かな
い運動についての観察，実験を行い，
力が働く運動では運動の向きや時間の
経過に伴って物体の速さが変わること
及び力が働かない運動では物体は等速
直線運動することを見いだして理解す
る。また，落下運動について，斜面の
角度が90°になったときに自由落下に
なることを知る。〉

3　作用と反作用

◆１分野（５）ア（イ）㋐，イ

〈物体に力が働くとき反対向きにも力
が働くことに気づき，作用・反作用の
働きについて知る〉



４章　仕事とエネルギー（12時間） 5

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　力学的エネルギーとエネルギーを日常生活や社会と関連
付けながら，仕事とエネルギー，力学的エネルギーの保
存，エネルギーについての基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

　力学的エネルギーとエネルギーについて，見通しをもっ
て観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し，力
学的エネルギーとエネルギーの規則性や関係性を見いだし
て表現しているとともに，探究の過程を振り返るなど，科
学的に探究している。

　力学的エネルギーとエネルギーに関する事物・現象に進
んで関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規

準

★仕事と仕事の原理，仕事率について理解している。
★仕事の大きさを調べる技能を身に付けている。

★仕事について問題を見いだして課題を設定し，道具を用
いたときの仕事を調べる実験を見通しをもって行い，その
結果を分析して解釈し，探究の過程を振り返りながら，仕
事に関する規則性を見いだして表現している。

・仕事に関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・仕事と仕事の原理，仕事率について，具体例をあげなが
ら説明し，仕事や仕事率を計算して正しく求めている。
・実験の課題を理解し，動滑車を用たときの仕事の大きさ
を適切な方法で調べている。

・仕事について自ら問題を見いだして課題を設定し，滑車
を用いたときの仕事を調べる実験を見通しをもって行い，
その結果を分析して解釈し，探究の過程を振り返りながら
道具を用いても仕事の大きさは変わらないことを見いだ
し，根拠を示しながら適切に表現している。

・仕事や仕事の原理について，自ら課題を設定し，見通し
をもって進んで実験を行い，振り返ったりしながら主体的
に調べようとしている。

Ｂ

基

準

・仕事と仕事の原理，仕事率について説明し，仕事や仕事
率を計算して求めている。
・教科書の記述に沿って，動滑車を用たときの仕事の大き
さを調べている。

・仕事について問題を見いだして課題を設定し，滑車を用
いたときの仕事を調べる実験を行い，その結果を分析して
解釈し，道具の用いても仕事の大きさは変わらないことを
見いだして表現している。

・仕事や仕事の原理について，設定した課題に沿って実験
を行い，調べようとしている。

規

準

・力学的エネルギーは仕事で測れること，位置エネルギー
は物体の質量や高さ，運動エネルギーは物体の質量や速さ
に関係することを理解している。
・位置エネルギーや運動エネルギーと，物体の質量や高さ
と速さの関係を調べる技能を身に付けている。

★力学的エネルギーについて問題を見いだして課題を設定
し，力学的エネルギーと物体の質量や高さ，速さの関係を
調べる実験を見通しをもって行い，その結果を分析して解
釈して，探究の過程を振り返りながら，力学的エネルギー
に関する規則性を見いだして表現している。

・力学的エネルギーに関する事物・現象に進んで関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・力学的エネルギーは仕事で測れること，位置エネルギー
は物体の質量や高さ，運動エネルギーが物体の質量や速さ
に関係することを，具体例をあげながら適切に説明してい
る。
・実験の課題を理解し，位置エネルギーや運動エネルギー
と，物体の質量や高さと速さの関係を適切な方法で調べて
いる。

・力学的エネルギーについて自ら問題を見いだして課題を
設定し，力学的エネルギーと物体の質量や高さ，速さの関
係を調べる実験を見通しをもって行い，その結果を分析し
て解釈して，探究の過程を振り返りながら力学的エネル
ギーに関する規則性を見いだし，根拠を示しながら適切に
表現している。

・力学的エネルギーについて，自ら課題を設定し，見通し
をもって進んで実験を行い，振り返ったりしながら主体的
に調べようとしている。

Ｂ

基

準

・力学的エネルギーは仕事で測れること，位置エネルギー
は物体の質量や高さ，運動エネルギーが物体の質量や速さ
に関係することを説明している。
・教科書の記述に沿って，位置エネルギーや運動エネル
ギーと，物体の質量や高さと速さの関係を調べている。

・力学的エネルギーについて問題を見いだして課題を設定
し，力学的エネルギーと物体の質量や高さ，速さの関係を
調べる実験を行い，その結果を分析して解釈して，力学的
エネルギーに関する規則性を見いだして表現している。

・力学的エネルギーについて，設定された課題に沿って実
験を行い，調べようとしている。

規

準

★斜面を下る物体の運動や振り子の運動では位置エネル
ギーと運動エネルギーが相互に移り変わり，力学的エネル
ギーは保存することを理解している。

・位置エネルギーと運動エネルギーの関係について問題を
見いだして課題を設定し，探究の過程を振り返りながら，
力学的エネルギーの保存に関する規則性を見いだして表現
している。

・力学的エネルギーの保存に関する事物・現象に進んで関
わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・斜面を下る物体の運動や振り子の運動では位置エネル
ギーと運動エネルギーが相互に移り変わり，力学的エネル
ギーは保存することについて，具体例をあげながら適切に
説明している。

・位置エネルギーと運動エネルギーの関係について自ら問
題を見いだして課題を設定し，探究の過程を振り返りなが
ら位置エネルギーと運動エネルギーは相互に移り変わりそ
の和が一定になることを見いだし，根拠を示しながら適切
に表現している。

・力学的エネルギーの保存について，自ら課題を設定し，
振り返ったりしながら主体的に説明しようとしている。

Ｂ

基

準

・斜面を下る物体の運動や振り子の運動では位置エネル
ギーと運動エネルギーが相互に移り変わり，力学的エネル
ギーは保存することについて，示された例をもとに説明し
ている。

・位置エネルギーと運動エネルギーの関係について問題を
見いだして課題を設定し，位置エネルギーと運動エネル
ギーは相互に移り変わりその和が一定になることを見いだ
して表現している。

・力学的エネルギーの保存について，設定された課題に
沿って説明しようとしている。

規

準

・様々なエネルギーがあること，日常生活や社会では様々
なエネルギーの変換を利用していることを理解している。
・エネルギーの変換に関する実験の技能を身に付けてい
る。

・様々なエネルギーを変換させる実験を見通しをもって行
い，探究の過程を振り返りながら，日常生活や社会では
様々なエネルギーの変換を利用していることを見いだして
表現している。

★エネルギーとその移り変わりに関する事物・現象に進ん
で関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・様々なエネルギーがあること，日常生活や社会では様々
なエネルギーの変換を利用していることを，具体例をあげ
ながら説明している。
・実験の課題を理解し，エネルギーの変換と関連付けなが
ら実験をしている。

・様々なエネルギーを変換させる実験を見通しをもって行
い，探究の過程を振り返りながら日常生活や社会では様々
なエネルギーの変換を利用していることを見いだし，根拠
を示しながら適切に表現している。

・エネルギーとその移り変わりについて，自ら課題を設定
し，見通しをもって進んで実験を行い，振り返ったりしな
がら主体的に調べようとしている。

Ｂ

基

準

・様々なエネルギーがあること，日常生活や社会では様々
なエネルギーの変換を利用していることを説明している。
・教科書の記述に沿って，エネルギーの変換を意識しなが
ら実験をしている。

・様々なエネルギーを変換させる実験を行い，日常生活や
社会では様々なエネルギーの変換を利用していることを見
いだして表現している。

・エネルギーとその移り変わりについて，設定された課題
に沿って実験を行い，調べようとしている。

規

準

・エネルギーの変換ではエネルギーの総量は保存するが，
その一部が利用目的以外のエネルギーとなることや，エネ
ルギー変換効率について理解している。
・エネルギー変換効率を定性的に調べる技能を身に付けて
いる。

・エネルギー変換効率を定性的に調べる実験を見通しを
もって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振
り返りながら，エネルギー変換の前後で一部が利用目的以
外のエネルギーになることを見いだして表現している。

・エネルギーの保存に関する事物・現象に進んで関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・エネルギーの変換ではエネルギーの総量は保存するが，
その一部が利用目的以外のエネルギーとなることや，エネ
ルギー変換効率について，具体例をあげながら適切に説明
している。
・実験の課題を理解し，手回し発電機の電気エネルギーが
運動エネルギーに変換する割合を適切な方法で調べてい
る。

・エネルギー変換効率を定性的に調べる実験を見通しを
もって行い，その結果を分析して解釈し，探究の過程を振
り返りながらエネルギー変換の前後で一部が利用目的以外
のエネルギーになることを見いだし，根拠を示しながら適
切に表現している。

・エネルギーの保存について，自ら課題を設定し，見通し
をもって進んで実験を行い，振り返ったりしながら主体的
に調べようとしている。

Ｂ

基

準

・エネルギーの変換ではエネルギーの総量は保存するが，
その一部が利用目的以外のエネルギーとなることや，エネ
ルギー変換効率について説明している。
・教科書の記述に沿って，手回し発電機の電気エネルギー
が運動エネルギーに変換する割合を調べている。

・エネルギー変換効率を定性的に調べる実験を行い，その
結果を分析して解釈し，エネルギー変換の前後で一部が利
用目的以外のエネルギーになることを見いだして表現して
いる。

・エネルギーの保存について，設定された課題に沿って実
験を行い，調べようとしている。

規

準

・熱の伝わり方には伝導や対流，放射があること，熱エネ
ルギーの効率的な利用方法について理解している。

★熱エネルギーとその利用について問題を見いだして課題
を設定し，探究の過程を振り返りながら，熱エネルギーの
効率的な利用について考察して表現している。

・熱エネルギーとその利用に関する事物・現象に進んで関
わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・熱の伝わり方には伝導や対流，放射があること，熱エネ
ルギーの効率的な利用方法について，具体例をあげながら
適切に説明している。

・熱エネルギーとその利用について自ら問題を見いだして
課題を設定し，探究の過程を振り返りながら，熱の伝わり
方と熱エネルギーの効率的な利用について関連付けて考察
し，根拠を示しながら適切に表現している。

・熱エネルギーと利用について，自ら課題を設定し，振り
返ったりしながら主体的に説明しようとしている。

Ｂ

基

準

・熱の伝わり方には伝導や対流，放射があること，熱エネ
ルギーの効率的な利用方法について，示された例をもとに
説明している。

・熱エネルギーとその利用について問題を見いだして課題
を設定し，熱の伝わり方と熱エネルギーの効率的な利用に
ついて関連付けて考察して表現している。

・熱エネルギーとその利用にについて，設定された課題に
沿って説明しようとしている。

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

観点別評価

・仕事に関する実験を行い，仕事と仕事率について理
解するとともに，仕事の原理について知る。
・衝突の実験を行い，物体のもつ力学的エネルギーは
物体が他の物体になしうる仕事で測れることを理解す
る。
・力学的エネルギーに関する実験を行い，運動エネル
ギーと位置エネルギーが相互に移り変わることを見い
だして理解するとともに，力学的エネルギーの総量が
保存されることを理解する。
・様々なエネルギーとその変換に関する観察，実験な
どを通して，日常生活や社会では様々なエネルギーの
変換を利用していることを見いだして理解する。
・エネルギーの変換ではエネルギーの総量が保存され
ること，保存されながらもエネルギーの一部が利用目
的以外のエネルギーとなること及びエネルギーを利用
する際の効率について知る。
・熱の伝わり方には，伝導や対流，放射があることを
知る。

時

数
項目

＜項の目標＞
観点別評価

1　仕事
Ａ　仕事の大きさ
Ｂ　仕事の原理
Ｃ　仕事率

◆１分野（５）ア（ウ）㋐，イ

〈仕事に関する実験を行い，仕事と仕
事率について理解するとともに，仕事
の原理について知る〉

章のねらい

2　エネルギー
Ａ　位置エネルギー
Ｂ　運動エネルギー

◆１分野（５）ア（ウ）㋐，イ

〈衝突の実験を行い，物体のもつ力学
的エネルギーは物体が他の物体になし
うる仕事で測れることを理解する〉

3　力学的エネルギーの保存

◆１分野（５）ア（ウ）㋑，イ

〈斜面の下る台車の運動や振り子の運
動から，運動エネルギーと位置エネル
ギーが相互に移り変わることを見いだ
して理解する〉

4　エネルギーとその移り変わり

◆１分野（７）ア（ア）㋐，イ

〈様々なエネルギーとその変換に関す
る観察，実験などを通して，日常生活
や社会では様々なエネルギーの変換を
利用していることを見いだして理解す
る〉

5　エネルギーの保存

◆１分野（７）ア（ア）㋐，イ

〈エネルギーの変換ではエネルギーの
総量が保存されること，保存されなが
らもエネルギーの一部が利用目的以外
のエネルギーとなること及びエネル
ギーを利用する際の効率について知
る〉

6　熱エネルギーとその利用

◆１分野（７）ア（ア）㋐，イ

〈熱の伝わり方には，伝導や対流，放
射があることを知る〉
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
　日常生活や社会と関連付けながら，エネルギーについて
の基本的な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

　日常生活や社会で使われているエネルギーについて，見
通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して
解釈しているなど，科学的に探究している。

　エネルギーに関する事物・現象に進んで関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規

準

・エネルギーの変換ではエネルギーの総量は保存するが，
その一部が利用目的以外のエネルギーとなることを理解し
ている。
・変換前と変換後のエネルギーを定量的に調べる技能を身
に付けている。

★エネルギー変換効率について，問題を見いだして課題を
設定し，エネルギー変換効率を定量的に調べる方法を見通
しをもって立案して行い，その結果を分析して解釈し，探
究の過程を振り返りながら，エネルギーの利用効率を高め
る方法を考察して表現している。

・エネルギー変換効率に関する事物・現象に進んで関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

方

法

行動観察，ワークシート，レポート，ペーパーテスト ワークシート，レポート，発表，ペーパーテスト 行動観察，ワークシート，レポート

Ａ

基

準

・エネルギーの変換ではエネルギーの総量は保存するが，
その一部が利用目的以外のエネルギーとなることを，探究
結果をもとに適切に説明している。
・実験の課題を理解し，変換前と変換後のエネルギーを適
切な方法で定量的に調べている。

・エネルギー変換効率について自ら問題を見いだして課題
を設定し，エネルギー変換効率を定量的に調べる方法を見
通しをもって立案して行い，その結果を分析して解釈し，
探究の過程を振り返りながらエネルギーの利用効率を高め
る方法を考察し，根拠を示しながら適切に表現している。

・エネルギーの変換効率について，自ら課題を設定し，見
通しをもって進んで実験を立案して行い，習得した知識や
技能を活用して，振り返ったりしながら主体的に課題を解
決しようとしている。

Ｂ

基

準

・エネルギーの変換ではエネルギーの総量は保存するが，
その一部が利用目的以外のエネルギーとなることを説明し
ている。
・変換前と変換後のエネルギーを定量的に調べている。

・エネルギー変換効率について問題を見いだして課題を設
定し，エネルギー変換効率を定量的に調べる方法を立案し
て行い，その結果を分析して解釈し，エネルギーの利用効
率を高める方法を考察して表現している。

・エネルギーの変換効率について，設定した課題に沿って
実験を行い，習得した知識や技能を活用して，課題を解決
しようとしている。

方法…評価方法　A基準（十分満足できる。）　B基準（おおむね満足できる。）　　★…重点評価項目

観点別評価

・エネルギー変換効率を定量的に求める実
験を行い，エネルギーの変換ではエネル
ギーの総量は保存されながらもエネルギー
の一部が利用目的以外のエネルギーとなる
ことを理解する。
・エネルギーの利用効率を高める方法を考
える。

時

数
項目

＜項の目標＞
観点別評価

エネルギー変換効率を調べよう

◆１分野（７）ア（ア）㋐，イ

〈エネルギー変換効率を定量的に求め
る実験を行い，エネルギーの変換では
エネルギーの総量は保存されながらも
エネルギーの一部が利用目的以外のエ
ネルギーとなることを理解する。ま
た，エネルギーの利用効率を高める方
法を考える。〉

ねらい


